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1   はじめに 

M3+OOH酸化水酸化物には高圧力下で InOOH型構

造に相転移するものが数多く知られている[e.g., 1, 2]。

例えば AlOOHは Diaspore型相から InOOH型相へ 15 

GPa 付近で転移する[3]。InOOH 型 AlOOH はプレー

トの沈み込みに伴って地球深部へと水を運ぶ物質と

して重要視されている[e.g., 1]。M3+OOH 酸化水酸化

物の圧力誘起相転移を調べることは，構造物性の観

点に加えて，地球や天王星型惑星などの深部への水

輸送を考える上で重要である。 

我々は本研究課題で CrOOHと CoOOHの高温高圧

力下での相転移を X線その場観察実験で調べている。

今回は CoOOHの InOOH型相について報告する。 

 

2   実験 

実験は PF-ARの NE5Cおよび NE7Aステーション

で行ったが，InOOH型 CoOOHは NE7Aでの実験で

合成された。NE7A では MAX-III 型高圧発生装置を

使用した[3]。Kawai 型マルチアンビルの高圧セルは

RhOOH の実験で使用したもの[4]と同型のものを使

用した。 

出発物質には Delafossite型の CoOOH試薬を使用

し，NaClと混合した。 

 

3   結果および考察 

室温で 19 GPaまで加圧した後に加熱したとこ

ろ，CoOOHが Delafossite型相から InOOH型相へと

転移する様子がその場 X線回折実験で観察された。

InOOH型相への転移が完了した後，室温へと冷却

し，圧力を下げながら X線回折データを取得した。 

図 1は本研究及び我々のこれまでの研究[4, 5]で得

られた InOOH型相の圧縮曲線を示している。

InOOH型M3+OOHの中で，RhOOHは高い体積弾性

率を持つものとして知られているが[4]，CoOOHに

ついて二次の Birch-Murnaghan状態方程式で P-Vデ

ータをフィッティングしたところ，RhOOHよりも

高い 280(2) GPaの体積弾性率が得られた。なお，図

1に示した FeOOHの体積弾性率は 135(3) GPaで

[5]，124(2) GPaの AlOOH[6]や 129(4) GPaの

ScOOH[7]と同程度である。 

我々は ScOOH に関する研究を行い，常圧付近で

は Diaspore 型相が安定であるが，4 GPa 付近で

InOOH型相へと転移し，さらに8 GPa付近でYbOOH

型相へと転移することを報告した[7]。本研究の実験

範囲において，CoOOH が InOOH 型相へ転移するこ

とを確認したが，ポスト InOOH型相は確認できなか

った。なお，本研究では中間の圧力で Diaspore 型相

を確認しており，低圧側で Diaspore 型相，高圧側で

InOOH 型相となることは AlOOH[1, 3]と同様である。 

 

4   まとめ 

本研究において，InOOH 型 CoOOH が同構造の

RhOOH を上回る高い体積弾性率を持つことが示さ

れた。現在は Diaspore 型の中間相に関しても解析を

進めており，今後は CoOOH の各相について構造物

性を比較検討する。 

 
図１：InOOH型M3+OOHの圧縮曲線 
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